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■ 要  旨 ■ 

人工干潟の形状として、波浪および土圧に対する干潟の安定性を確保するため、前面に潜堤を設置することが一般的であ

る。また、浚渫土の有効活用を目的として、干潟の材料に浚渫土を用いるケースが多い。浚渫土のさらなる有効活用を図るた

め、本研究では，潜堤の材料として、袋材に浚渫土を中詰めした袋詰体を提案する。潜堤が袋詰体によって築堤されるとき、

積層構造となるが、これまで，袋詰体の積層構造物を築造した例は少ない。また、提案する潜堤の袋詰体には、粘性土を用い

ることも考えられるが、従来、取り扱いの容易さから、砂が一般的に用いられている。本研究では、粘性土を中詰めすることを

含めて、確立されていない袋詰体の積層による干潟潜堤に関する設計手法を提案する。 

 
 
 
 
 
 
 

図-3 袋詰体を用いた潜堤の設計手法の提案 

 

袋詰体設置精度検討 

袋詰体形状予測

潜堤安定性検討および変形予測 
・地盤支持力検討（基礎地盤のせん断破壊に対する安定性検討）

・斜面安定性検討（すべり破壊に対する安定性検討） 
・耐波安定性検討 
・変形予測（袋詰体の最適投入量，袋耐圧性検討） 

投入方法適用時

基本条件設定 
・干潟断面，潜堤形状 
・設計定数 

基礎地盤，袋中詰土の土質特性

袋材の大きさ，材料特性 

袋材必要強度検討 
○敷設注入方法（チューブ工法）を適用する場合

・中詰土充填時 
○投入方法（コンテナ工法）を適用する場合 
・土運船開口時 
・水中落下時（浮力作用時） 
・着底衝撃時 
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図-1 投入方法による袋詰体設置方法 
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図-2 敷設注入方法による袋詰体設置方法 
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